
コーポラテイ ブ住宅連続見学＆学習会

第 ３回

第３回 のコー ポラティ ブ住 宅見 学・ 学習 会 は ３月 ９

目、 明治大 学の園日ヨ眞 理 子先
生の ご指 導 のも と、 ３０

名 の参 加 者 を 得 て 行 われ た。 場 所 は、 東 久 留 米 市 の

「こ もれ び滝山」 で、 東京 都 の認 定を 受 け
た 「高齢 者

向 け優 良賃 貸住宅」 で ある。

老 いの 住 ま いの 現 状 と 高 齢 者 の 選 択

園日ヨ先生 の ご指 摘に よ れぱ、 今 の高齢 者 の 多く は戦

後高 成長期 に各々 のライ フ ステ ー ジの 変遷 に つ れ、 次

のよ うな住 みか えを行 って きた。
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こ の 「あがり」 で 文字 通り お しま い に しよ う と思 っ

て いたと ころ、 長 寿化 が進 み、 あ
と２ ０年 も 寿 命が あ

る という。 しかも、
老友 の我 が家 は築 す で に２ ０ 年以

上 たち、 布目当の ダメ ー
ジを負つ て いる。 リ フ ォ ー ム し

て バリア フリー 化 し、 住 み続 ける
べき か、 そ れ と も長

男 夫婦を 呼び も どして二 世帯 住宅 に建 て か える べき か、

迷 う と こ ろ で あ る。

とり あえず在 宅介 護や 宅老 所 でつな ぎ、 い ざと い う

時は最近増えてきた介護専用型有料老人ホームに入れ

ばよい と考 えてい る人も 多 いと 思われ る。 財力 の あ る

高齢者 はそれ でも よい が、 ない 人
はどう す れ ぱよ い の

か。 政 府や自 治 体の方 でも、 つ と に
高齢 者 住宅 に っ い

て検討 して おり、 特養 の他 に、 シル
バー ハ ウ ジ ン グや

ケアハ ウス、 高 齢者 向け優
良賃 貸住 宅な どの施 策 ・ 対

策 を講 じて いる。 こ れら はい わ
ば住 宅困 窮 者 や 生活 困

窮者 向け の救済策 の おも むき があ り、 公 開 抽 選 や所 得

制 限等の しばり があ り、 財 政 難の 折柄、 数 に も 限り
が

あ る
。

我々 多く の 中間層 は どのよ うに して 老い の 住 ま い を

求 めてい け ぱよいの か。 ぐらす
・ かわ さき が 推 し進 め

ようと してい るコー ポラ テイ ブハ ウス は、 高 齢 者 の み

を対象と して いる訳 で はない が、 そこ に 住 む人 々 が 共

「こ 毛 れ び 滝 山」 コ ミ ュ ニ テ ィ 室 に て

にく ら し、 支え 合う コミ ュ ニティ
づく り の場 を提 供 す

る こと を目指 して 検 討 を進 めて いる。

「こ も れ び滝 山」 の 特徴

施 設 見学 に際 して は、 シニ アライ フ 研 究所 の 高 沼 薫

氏 （こ もれび 輝 山の 企画 推進 者） か ら説明 を受 け、 入

居 者の 許可を 得て、 部屋 の 中も見 学さ せて も らっ た。

３ 階建 ２２戸、 自 立 した 高齢者 ぱかり ２９名 が 住 む

”マ ン ショ ン
”だ が
、 以 下 の

よ う な 特 徴 を も っ て い る。

ま ず 第１ は、 東 京都 高 齢者 向け 優 良賃貸 住 宅 供 給助

成事業制度のモデル事業認定宇受け、 いろいろの行政

支 援を 享受 してい る こと であ る。 建築 費の 補 功、 家 賃

対策 補助 等が 主な も ので、 それ らにより 入 居 者 の負 担

す る家 賃は１Ｄ Ｋ ～ ２Ｄ Ｋで ７～ １２ 万円 と 有 料 老人

ホ ーム 等と比 べて、 かな り割 安に なっ てい る （
「こ も

れ び滝 山」 は中堅 所 得層 未満 の人 を対 象と する） 。

第２ は、 高 齢者 の 生活 特性 や身 体特 性に 配 慮 した、

安 全な シルバ ー仕 様 が 随所 に見 られた こと で あ る。 部

屋 な どのバリ アフ リ ー化 はも ちろ ん、 床 暖房、 高 齢 者

対 応 ユ ニ ッ ト バ ス、
セ ン サ ー 付 き コ ン ロ 等 が あ る。 ま

た、 生 活支援 施設 も 整っ てい る。 玄 関入っ て す ぐの と

こ ろ に、 コ ミ ュ ニ テ ィ
室 （５ ３ ㎡）

、
サ ー ク ル 活 動 室

（和室 １９ ㎡） 、 生 活健 康相 談
室 な どが あり、 入 居 者

同士、 とき には 地域 の人々 との 交流 の場 と して 活 用
さ

れ て い る。

第 ３は、 サー ビス 面 の特 徴で、 地 域の 資源 を活 用 し

た種々 の 工夫が なさ れて い る。 ま ず 昼間 は ＮＰ Ｏ
「い

ち ごの会」 か ら交代 で １～ ２名 の管 理人 が 常 駐 し、 身

の 回りの こと を手伝 い、 在 宅介 護サ ー ビス な どの 取 り

次 ぎもす る。 夜 間 緊急 時の 通報 は、
室内 の 緊 急 ボタ ン

から提携する地元のタク シー 会杜につ ながり、 タク シー

運 転手 が、 現 場に か けつ ける システ ム にな っ て いる。

我々 が お訪ね した 老姉 妹 の部屋 で も、 テ ー ブ ル の 上に

緊 急ボタ ンが 置 かれて い て 「これ があ る から い っ も安

心！」 と言っ てお ら れた。 水 道セ ンサ
ー （在 宅 時 ２４

時間水 を使用 しな かっ た 場合、 自 動通 報さ れ る） によ

る安否 確認 もタ ク シー 会 杜に 委託 して いる。

（麻生区／山村茂）
小


